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2-1．ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブの進展状況

2-1-1．SATOYAMAイニシアティブの理念と視点

ランドスケープの特徴の理解と環境容量・自然復元力の評価

地域の伝統的知識と現代の科学知識の融合

生態系サービス最適化のための計画の策定

多様な主体による土地と自然資源の共同利用と管理参加

地域社会・経済への貢献

人と自然の共生と循環に
関する智恵の結集

伝統知識と近代的知識の融合

新たなコモンズの創出

３つの理念

５つの視点

・SATOYAMAイニシアティブを国際的に推進していくため、情報交換や取組の効果的な実施等の検討を行う国際枠
組「SATOYAMA国際ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ(仮称)」をCOP10を契機に設立予定。
・その具体的なあり方の検討及び合意形成を図っていくための準備会合を開催。

SATOYAMAイニシアティブの理念と視点

2-2



・アジア地域の事例の共通点や相違点を整理しつつ、イニシアティブの枠組みの構築に貢献。

・里山的ランドスケープの特徴を整理し、イニシアティブのデザイン（理念、持つべき視点）等を検討。

◇第１回準備会合◇
2009年7月25日国連大学本部

◇第２回準備会合◇
2009年10月1-3日マレーシア ペナン

・世界各地域からの参加のもとに、国際的な枠組みによる展開方策について議論し、５月に開催予定のSBSTTAへの提言を取りまとめる。

◇第３回準備会合◇
2010年1月29-30日フランス パリ

第14回SBSTTA（５月）

◇追加準備会合◇

ASEANBD会議（10月）

◇CBDCOP10◇ 2010年10月愛知県名古屋市

SATOYAMAイニシアティブの提案 パートナーシップ（枠組み）の設立

ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘ会議（８月）

★主な成果★
・生物多様性の保全と人間の福利向上のための里山的ランドスケープ管理の重要性を認識。
・自然資源の持続的な管理だけではなく、発展途上国での食糧危機や燃料危機、貧困削減
等を対象とし、人間の福利の向上を目的とするべき、との認識を共有。
・分野横断的な観点から、多様な主体との連携の重要性の認識を共有。

神戸国際対話（10月）

COPビューロー会議（３月）

トロンハイム会議（２月）

COPビューロー会議（9月）

★主な成果★

・発展途上国における生物多様性保全や人間の福利向上を図る上で、気候変動への適応や食料･エネルギー安全保障、文化
的な側面からも、本ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞの有効性の認識を共有。
・場所ごとの社会・経済的、地理的条件に適した手法の選択が必須であることを認識。
・関連する他の取組との相乗効果が得ることの重要性の認識を共有。

COPビューロー会議（11月）

2-1．ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブの進展状況

2-1-2．SATOYAMAイニシアティブの進め方
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2-2．里地里山保全・活用に関する今年度事業の全体枠組み

平成20年度 平成21年度

・文献調査（30事例（うち日本7

事例））

・現地調査（アジア7事例）

・学術論文収集（200件）

・国際ワークショップ

持続的な自然資源管理に係る事例調査委託業務

・共通理念の検討

手引き・事例集の作成

事
例
分
析
、
体
系
的
と
り
ま
と
め

・国際準備会合

・実証調査

国際ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ構想推進事業（国連大学拠出金）

国内ケーススタディ（15箇所）

社会・経済的条件ごとにカテゴリー分けした指針（案）の整理

国内事例と海外事例の比較分析

里地里山自然資源管理モデル検討調査委託業務

基本的事項の検討

・共通理念・指針の整理

・「二次的自然環境」の範囲
（里海を含む）の検討

ケーススタディ手法の検討

有識者ヒアリング(10人）

共通原則・指針の検討

・有識者ヒアリング（10人）

・智恵や技術、社会システムに関する文献調査（アジア以外約50事例）

・現地調査・地域ワークショップ（アジア以外6事例）

成果をインプット
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調査（約600事例）

重要里地里山選定等委託業務 里地里山保全・活用行動計画検討委託業務

計画策定

検討会議

計画案策定
調査結果

検討会議

活動促進手法、社会システム等の整理、他省庁施
策の情報収集、地方自治体施策の情報収集

里地里山保全活動支援委託業務

研修会（10地区）、セミナー（1箇所）
専門家ヒアリング、研修内容とりまとめ、地方ブロック
別研修会（10地区）、課題整理・対策検討

情報発信
里地里山保全再生計画策定の手引き

技術的方策等
とりまとめ

適宜情報提供

手引き・事例集の作成
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討
〕

〔行
動
計
画
の
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定
〕

〔里
地
里
山
へ

の
支
援
〕

成果をインプット

SATOYAMAイニシアティブ検討委託業務

パブリックコメントを経
てCOP10までに策定

22年度

検討会議

2-4



2-3-1．検討会議の目的

【位置づけ】

里地里山に造詣の深い有識者で構成し、国内の里地里山での自律的な保全・活用を促進し、人と自然の
関係の再構築を図るために必要な検討を行うもの。

【役割】

○生物多様性のほか、多様な観点から将来に引き継ぎたい里地里山の調査・支援。

○里地里山の保全・再生の促進のため、生物多様性の視点に立った自然資源の管理・利活用方策の検討。

○里地里山の自然資源の保全・活用を促進するため、自然資源の管理・活用方策、多様な主体の参加促進
方策等からなる「里地里山保全・活用行動計画」の策定に関する検討。

平成20年度第1回検討会議（2008.11.12）

あん・まくどなるど 国際連合大学高等研究所

いしかわ・かなざわオペレーティングユニット所長

石井実 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授

岩槻邦男 兵庫県立人と自然の博物館長

進士五十八 東京農業大学地域環境科学部教授

竹田純一 里地ネットワーク事務局長

中越信和 広島大学大学院国際協力研究科教授

広田純一 岩手大学農学部教授

宮林茂幸 東京農業大学地域環境科学部教授

森本幸裕 京都大学大学院地球環境学堂教授

鷲谷いづみ 東京大学大学院農学生命科学研究科教授

【検討委員（五十音順、敬称略）】

2-3．里地里山保全・活用会議の進め方について
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2-3-2．行動計画の検討スケジュール

2-3．里地里山保全・活用会議の進め方について

○自治体ヒアリング

・施策現状
・地域行動計画の参考事例など

○活動団体ヒアリング
・取組現状、課題など

○データ収集・整理
・里地・里山の自然環境の現状
・里地・里山を取り巻く社会状況
・各主体の施策・取組の現状
など

○NGO･NPOヒアリング
・保全・活用の目標、基本方針
など

○関係省庁との調整

◎行動計画全体（一次案）
とりまとめ

＜SATOYAMAイニシアティブ
の動き＞

※第１回準備会合：SATOYAMAイニ

シアティブの３つの理念と５つの視点
提示 （７月）

※第２回準備会合：各国関係者、専門

家による検討 （10月）

※第３回準備会合： SBSTTAに向け
た成果文書のとりまとめ （１月）

●第１回検討会議(12月2日)
・行動計画の位置付け・基本的枠組の確認

●第２回検討会議（1月下旬）
・基本戦略の方向付け

●第３回検討会議（3月中旬）
・行動計画（国の施策）の方向付け

SATOYAMAイニシ
アティブの基本理念

の反映

行動計画の位置付け・

基本的枠組みの検討

基本戦略骨子の検討

行動計画（国の施策）骨子
案の検討

全体とりまとめ

10月

11月

12月

1月

2月

3月
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